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２．国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年の目標及び計画概要 

本研究は、高齢者が自力で食事することを可能にし、かつ食事の栄養状態を評価するロ

ボットを開発することを目的とする。 

平成２9 年度は、研究チームの体制を固めつつロボットによる食事介助や情報工学を使っ

た栄養把握・管理についての先行研究・事例の調査、ユーザー調査パラメーターの共同開

発、既存ロボットの日本におけるユーザビリティ調査とスウェーデンにてユーザーテスト

を実施する。さらに、機能拡張（多用途グリッパー）のダーティープロトタイプの制作、

ロボット等から取得した情報を IoT にのせるための工学的な検討、ビジョンシステムによ

る栄養把握の方法とターゲットユーザの決定を行う。 

 

3. 国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年度の実施概要 

本研究ではスウェーデン製のベステックという食事介助ロボットを日本・アジアの食文

化に合うように改良し、虚弱者の栄養管理もしながら「共に食べる喜び」を実現するプロ

グラムを実施する。今年度は日本で現行機のユーザーテストを行い、食事全介助高齢者ｇ

使用した結果、かなり介護度の重い高齢者でも人の見守りと食事介助ロボットにより自力

で食事ができることが分かった。あわせて現行機では、日本の多品種少量の食事文化に対

応できないことも分かったので、箸型のグリッパーにより、食べ物を把持する機構を開発

した。スウェーデンでは、日常の食事風景と違和感のないデザインによる装置で食事の量

と内容が自動的に記録されるシステムを開発した。今後、スウェーデンでこのシステムに

ついてのヒアリングを行い、どのような栄養摂取支援サービスに需要があるのかを確か

め、改良型の食事支援ロボットとともに全世界でマーケットを獲得することを目指した食

事介助・栄養摂取支援サービスのビジネスモデルを作る。 

 


